
一 町へ
（一）
「まあ、たいへ
んな水だわ。」み
つこさんが、大
きな声でさけび
ました。
「やあ、すごい
いきおいでなが
れていくよ。」

よこから、と
しおくんものぞ
きこんで、いい
ました。

長いてっきょうです。たろうくんたちの乗っている電車
は、ちょうど、川のま上を走っていました。そくりょくを
ゆるめて、ゆっくりわたっていきます。川は、にごった水
がゴーゴーと音をたてて、いまにもていぼうからあふれそ
うです。

乗っていたひとたちも、まどから水のいきおいをながめ
て、こうずいのおそろしいことを話しあっています。

たいふうのために、川かみで大雨があったので、こんな
に水がふえたのでしょう。

「としちゃんのうち
のほうは、だいじょ
うぶだったの。」たろ
うくんが、としおく
んにききました。
「うん、大雨のやん
だばんがあぶなかっ
た。村の人がそうで
で、どてを高くした
よ。おとうさんもに
いさんも、とうとう
朝まで帰らなかった



し、ねえさんたちもねないで、おにぎりのたきだしをする
し＝＝＝」
「きみもみにいったの。」「あぶないからいけないって。で
も、うちのまえからみていたら、どての上が、たき火でま
っかだった。はんしょうが、ジャンジャンなったよ。」
「まあ、こわいわねえ。」

もう町が近いらしく、まどからは、たてこんだ家々のや
ねがみえはじめました。

きゅうに、ゴーッと音がして、しばらくくらくなりまし
た。としおくんが、くびをちぢめています。

(二）
たろうくんは、きょう、いなかからでてきたいとこのとし
おくんと、町へ本を買いに行くのです。大きな本屋のある
ところは、町のまんなかなので、きんじょに住んでいる，
お友だちのみつこさんのにいさんに、つれていっていただ
くことになりました。みつこさんもぜひいきたいといって、
ついてきたのです。

たろうくんの家は、こうがいにあります。近くの駅から、
電車で原町というところまでいき、そこで市内電車にのり
かえるのがいちばんべんりです。

やがて電車は、四人を乗せて、原町の駅につきました。
原町の駅は、じめんからはなれて、たいそう高いところ

にありました。それは、町のなかでは、人通りや車のゆき
きがはげしいので、こうかせんといって，電車が高いとこ
ろを走っていたからです。

長いかいだんをくだって、やっと改札口へでました。市
電の乗り場へいこうとすると、あたまの上を、かみなりの
ような音をさせて、電車が通りすぎました。
「ずいぶん高いところを走っているんだなあ。くずれてお
ちはしないかしら。」「どだいがしっかりしているから、だ
いじょうぶだよ。」「まるで、てっきょうの下にでもいるよ
うだねえ。」「としおくんは、地下鉄に乗ったことがありま
すか。」

いままで、にこにこしながら、二人の話をきいていたに



いさんが、と
しおくんにた
ずねました。
「いいえ、ま
だ あ り ま せ
ん。乗ってみ
たいなあ。」
「じゃあ、帰
りには地下鉄
に乗ろう。」
四人は、少し
高くなってい
る、ほそ長い
安全ちたいの
上で、ならん
で市電をまち
ました。よく
はれた秋のご
ごです。ひこ
う き が 一 だ
い、きらきら
光りながらと
んでいます。

ちょうど、
大きなほりわりにかけたはしの上だったので、小さな船が、
水の上をゆっくりこいでいくのもみえました。船は、材木
をつんでいます。そのすぐあとから、ポンポンと音をたて
ながら、じょうき船がおいかけていきます。
「どうですか。地下鉄は、この川の下を通っているんです
よ。」にいさんが、としおくんにおしえています。
「びっくりしたわ。お船まであったのね。いったい、乗り
物は、いくつかさなって通っているのでしょう。」みつこさ
んは、めをくりくりさせて、ほっぺたをおさえました。

あかるい日の光にてらされて、なみきのいちょうの葉が、
うつくしくかがやいています。


